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図 2 ステンレス鋼のアノード分極曲線 
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BWR 炉水放射能挙動評価モデルで用いる、腐食環境に応じた構造材の腐食速度を設定する目的で、アノー

ド分極曲線のシミュレータを開発している。接水面に垂直な一次元モデルとして、電気化学反応式と拡散

方程式を解くことにより、測定されている純水中のステンレス鋼のアノード分極曲線を再現した。 
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1. 緒言 

BWR 炉の高温高圧水中における構造材の腐食を解析する、アノード分極曲線シミュレーションの開発を

進めている。ステンレス鋼の溶出量および酸化皮膜付着量を計算し、放射能挙動評価モデルに反映するこ

とを目的としている。微小細孔内のイオン拡散を考慮することにより、実測[1]と整合する計算結果を得た。 

 

2. 計算手法 

計算モデルを図 1 に示す。金属と

純水の界面に垂直な一次元の等間

隔メッシュを設定し、各電位におけ

る溶解析出の電気化学反応系を時

間発展微分方程式として解くこと

により、アノード分極曲線を得る。

金属表面に反応拡散箇所となる多

孔層を設定し、金属イオン拡散を考

慮してアノード電流を計算した[2]。 

 

3. 計算結果 

Fe、Cr、Ni を SUS304 の組成比で電極メッシュに配置

し、電位上昇履歴も含めた実験条件[1]をそのまま計算条

件として、アノード分極シミュレーションを行った。

BWR 炉水での条件である-0.5～0.2 V vs. SHE を中心に計

算した結果を、図 2 に示す。-0.4～-0.3V での Fe 溶出や-0.2

～0V での不動態域など、非常によく特徴を捉えている。 
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